
 

  

令和３年度 学校評価報告書（目標設定） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

・生徒の自主的
な学びを育む
教育課程を編
成し、定時制
の特徴を活か
し、少人数で
生徒一人ひと
りに対するき
め細かな指導
を実践する。 

・グローバル社
会で対応でき
るよう、ICT 等
を活用し、基
礎学力の定着
を図り、興味
関心のあるこ
とに対して深
く探究できる
力を養う。 

 

○ 多様な生徒
のニーズに
対応し、基
礎学力の定
着を図ると
ともに、発
展的な学習
支援を実践
する。 

○ ICT 等を活
用し組織的
な授業改善
を 推 進 す
る 。 主 体
的・対話的
な学びの力
を 育 成 す
る。 

・ 生徒の習熟度
に対応した授
業実践のた
め、学び直し
や進学に対応
した授業を行
う。また、補
習や講習、模
擬試験を通し
て学力の確認
等を行う。 

・ ICT 等を活用し
授業改善を推
進し、職員間
で資料や情報
を共有する。 

 
 

· 生徒による授業
評価の数値を確
認し、生徒の実
態やニーズに対
応できたか。ま
た、学力向上の
ため、補習・講
習や模擬試験に
参加する生徒数
が増加したか。 

· 研究授業におい
て生徒の学力向
上のための場面
設定等、取組み
が実施できた
か。 

２ 
(幼児・児童) 
生徒指導・支援 

・共生教育の実
現を目指し、
高い人権意識
を醸成する。 

・組織的な支援
体 制 を 構 築
し、外部機関
との連携を図
り、心身とも
に健全な学校
生活が送れる
よ う 支 援 す
る。 

・家庭と連携を
図り、基本的
な生活習慣の
確立を図ると
ともに成人年
齢の引き下げ
に伴い、高校
時代に成人と
しての自覚・
責任が持てる
よう自立を支
援する。 

○生徒が互いに
多 様 性 を 認
め、共生社会
に向けた思い
やり教育を実
践する。 

○中学校からの
支援の引き継
ぎを確実に行
い、また生徒
の特性を理解
し、対応策を
練るための外
部連携を継続
的に行うこと
で、生徒への
的確な支援を
行える環境を
作る。 

○社会人として
求められる基
本的な生活習
慣の確立を目
指す。 

 

・ 違いを個性と
認める共生社
会の在り方
を、職員が研
鑽し実践す
る。 

・ 地域の特別支
援学校との連
携を定期的に
行い、生徒に
対する支援策
を全体で共有
する。 

・ 三者面談や、
適時家庭連絡
を実施し、家
庭と協力しな
がら生徒に社
会人として求
められる基本
的な生活習慣
を確立させ
る。 

· 職員向けの研修
会を開催し、職
員の資質向上が
図れたか。 

 
 
· 支援が必要な生
徒に対して、外
部連携や校内連
携を通して効果
的な支援計画を
計画、実践でき
たか。 

· 生活習慣を整え
る意識が高まっ
たか。また、年
間で、遅刻、欠
席の回数が規定
数を超えた生徒
数が令和２年度
を下回ったか。 
 
 

 

 

 

 

 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

３ 進路指導・支援 

・生徒のニーズ
の 変 化 に 伴
い、一人ひと
りの進路実現
に対応できる
よう幅広いキ
ャリア教育を
実践する。定
時制改革にお
いて進路実現
が大きなテー
マである。 

・自分の将来に
対して、自ら
向き合い、主
体的に準備で
きるよう様々
な経験を積む
機会を支援す
る。 

◯社会的な自立
に向けて必要
となる能力を
理解し、その
能力や態度を
育成する。 

 
 
 
◯学校行事や部

活動等の課外
活 動 を 通 し
て、社会性、
協 調 性 を 育
む。 

 

・ ハローワーク等
の外部機関と連
携し、1 年次か
ら説明会や講習
会などの機会を
設け、生徒一人
ひとりの進路実
現に向け、個別
に支援する。 

・ 各活動の目的を
明確に提示し、
生徒が主体的に
企画、運営、活
動に携われるよ
うに支援する。 

· ハローワーク等
と連携し、情報
提供をおこな
い、進路相談期
間を通して個別
に支援ができた
か。また、総合
的な探究の時間
等で、生徒自ら
が進路について
考え、積極的に
行動できたか。 

· 学校行事や部活
動等へ積極的に
参加し、主体的
な活動の場面が
見られたか。 

４ 地域等との協働 

・社会的な自立
を促すために
「地域の教育
力 」 を 活 用
し、交流・活
動する場面を
増やす。 

 
・定時制の活動

を知ってもら
うために HP
での広報活動
や学校説明会
の実施など積
極的に外部へ
の発信を推進
する。 

○地域活動への
積 極 的 な 参
加、地域住民
との連携を促
し、地域の一
翼を担う場面
を増やす。 

 
○魅力的な学校

作りを目指し
つつ、それら
の活動を外部
へＰＲできる
機 会 を 増 や
す。 

・ 学校運営協議委
員やＰＴＡ等の
意見を参考にし
ながら、活動可
能な地域活動へ
の参加を促す。
また、生徒が主
体的に活動する
場面を増やし、
達成感を感じら
れるよう支援す
る。 

 
・ 学校活動や行事

の様子を外部に
発信するため
に、HP を随時更
新し、広報活動
に努める。 

· 生徒が主体的に
活動するととも
に地域の方々と
協力し、地域社
会の一部とし
て、自らの活動
が地域に貢献で
きたか。 
 

· 活動や行事毎に
HP を更新し、
学校説明会等に
おいて、本校の
特色を PRする
ことができた
か。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・教職員の教育
公務員として
の意識向上を
図り、事故・
不祥事の防止
を徹底する。
組織的なチェ
ック体制の確
立を図る。 

・近隣自治体と
連携・協働を
図り、生徒が
主体的に防災
教育に取り組
むと共に、防
災に対する知
識を高め、意
識の醸成を図
る。 

○事故・不祥事
を減らすため
に、啓発的な
活動の機会を
増 や し 、 事
故・不祥事の
防 止 に 努 め
る。 

 
○近隣自治体と

連 携 ・ 協 働
し、地域社会
の 一 員 と し
て、防災活動
に積極的に参
加する。 

・ 不祥事防止点検
シート等を活用
し、定期的に事
故・不祥事防止
会議を行い、
様々な場面を想
定して、教職員
の徹底意識を高
める。 
 

・ 近隣自治体・地
域と連携活動が
あった際に、振
り返りを行い、
活動の記録を残
しておく。これ
により、今後の
防災活動に役立
てる。 

・職員会議やそ
の他の会議等
で、定期的に
事故・不祥事
防止会議を行
うと共に、職
員間に当事者
認識が高まっ
たかどうか。 

 
 
· 近隣自治体・地
域との活動にお
いて、迅速な連
携が取れ、適切
な防災活動がで
きたか。 

 


